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シラバス案 数学Ⅲ 
 

教科書 数学Ⅲ Standard 
（東書 数Ⅲ702） 

単位数 3 単位 
学科・学年・学級 普通科 第◯学年 ◯～◯組 

 
１ 学習の到達目標 
 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成す

ることを目指す。 
(1) 極限，微分法及び積分法についての概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化

したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 
(2) 数列や関数の値の変化に着目し，極限について考察したり，関数関係をより深く捉えて事象を的確

に表現し，数学的に考察したりする力，いろいろな関数の局所的な性質や大域的な性質に着目し，事

象を数学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする力を

養う。 
(3) 数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づ

いて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよう

とする態度や創造性の基礎を養う。 
 
２ 学習計画及び評価の観点 

※評価の観点：ａ(知識・技能)，ｂ(思考・判断・表現)，ｃ(主体的に学習に取り組む態度) 

学習内容 時数 月 学習のねらい 
評価の観点

ａ ｂ ｃ

１章 関数と極限 [28]      
章導入 Introduction (0.5) 4 グラフの形を予想してみようの考察を通して，関

数と極限について興味・関心を高める。 
  〇

１節 関数 (6.5)      
１ 分数関数とそのグラフ 1.5  分数関数 𝑦 = ௔௫ା௕௖௫ାௗ のグラフをかくことができる。

また，分数関数のグラフの特徴を理解する。 

〇 
 

〇 〇

２ 無理関数とそのグラフ 2  無理関数 𝑦 = √𝑎𝑥 + 𝑏 のグラフをかくことがで

きる。また，無理関数のグラフの特徴を理解する。 
〇 〇 〇

３ 逆関数と合成関数 2  逆関数の意味を理解し，関数の逆関数を求めるこ
とや，関数のグラフを利用してその逆関数のグラ
フをかくことができる。また，合成関数の意味を理
解し，2 つの関数の合成関数を求めることができ
る。 

〇 〇 〇

Training 1      
２節 数列の極限 (10)      
１ 数列の極限 3 5 数列の収束，発散と数列の極限の基本的な性質に

ついて理解し，数列の極限を求めることができる。 
〇 〇 〇

２ 無限等比数列 2  無限等比数列が収束する条件を理解し，そのこと
を用いて数列の極限を調べることができる。 

〇 〇  

３ 無限級数 4  無限級数について理解し，その収束，発散を調べた
り，無限級数が収束するとき，その和を求めたりす
ることや，無限等比級数が収束する条件を理解し，
その和を求めたりすることができる。また，図形へ
の応用や循環小数の考察を通して，その理解を深
める。 

〇 〇 〇

Training 1      
３節 関数の極限 (9)      
１ いろいろな関数と極限 6 6 指数関数，対数関数，三角関数などの極限を調べる

ことができる。 
〇 〇 〇

２ 関数の連続性 2  関数の連続性及び中間値の定理について理解し，
ある区間における実数解の存在を証明することが
できる。 

〇 〇  

Training 1      
Level Up (1) 7     
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学習内容 時数 月 学習のねらい 
評価の観点

ａ ｂ ｃ

章末 Investigation（課題学

習） 
(1)  “中点を結んでいくと？”の問題について，本章で

学んだことを活用して解決に取り組み，問題解決

力を高める。 

 〇 〇

２章 微分 [15]      
章導入 Introduction (0.5)  導関数のグラフは？の考察を通して，微分につい

て興味・関心を高める。 
  〇

１節 微分法 (6.5)      
１ 導関数 1.5  導関数の定義にしたがって，基本的な関数の導関

数を求めることができる。また，導関数の基本的な
性質を理解する。 

〇 〇  

２ 積・商の微分法 2  積・商の導関数について理解し，それらを用いてい
ろいろな関数の導関数を求めることができる。ま
た，n が整数のとき，ሺ𝑥௡ሻ′ = 𝑛𝑥௡ିଵ が成り立つこ
とを理解する。 

〇 〇 〇

３ 合成関数の微分法 2  合成関数の微分法及び逆関数の微分法について理
解し，それらを用いていろいろな関数の導関数を
求めることができる。また，r が有理数のとき，ሺ𝑥௥ሻ′ = 𝑟𝑥௥ିଵ が成り立つことを理解する。 

〇 〇  

Training 1      
２節 いろいろな関数の導

関数 
(6)      

１ 三角関数の導関数 1 9 三角関数の導関数について理解し，合成関数の微
分法を用いて，三角関数を含む関数の導関数を求
めることができる。 

〇 〇  

２ 対数関数・指数関数の

導関数 
3  自然対数の底 e を導入し，対数関数の導関数を理

解する。また，対数微分法を理解し，それを用いて，
指数関数の導関数を求めることができる。 

〇 〇 〇

３ 高次導関数 1  高次導関数について理解し，第 n 次導関数を求め
ることができる。 

〇 〇 〇

Training 1      
Level Up (1)      
章末 Investigation（課題学

習） 
(1)  “積の微分法についての考察を深めよう”の問題

について，本章で学んだことを活用して解決に取

り組み，問題解決力を高める。 

 〇 〇

３章 微分の応用 [20]      
章導入 Introduction (0.5) 10 グラフの形を予想してみようの考察を通して，微

分の応用について興味・関心を高める。 
  〇

１節 関数の増減 (11.5)      
１ 接線の方程式 4.5  曲線の接線の方程式及び法線の方程式を求めるこ

とができる。また，媒介変数で表された関数の微分
について理解し，導関数を媒介変数で表したり，媒
介変数で表された曲線の接線の方程式を求めたり
することができる。 

〇 〇 〇

２ 関数の増減 3  平均値の定理について理解し，平均値の定理に基
づいて関数の増減に関する性質を証明することが
できる。また，関数の増減を調べたり，関数の値の
変化を調べて，極値を求めたりすることができる。 

〇 〇  

３ 第 2 次導関数とグラフ 3 11 曲線の凹凸に関する性質を理解する。また，これま
でに学習したことを用いていろいろな関数のグラ
フの概形をかくことができる。 

〇 〇 〇

Training 1     
２節 微分のいろいろな応

用 
(6)      

１ 最大・最小 1  微分法を用いて，関数の最大値・最小値を求めるこ
とができる。 

〇 〇  



3 

学習内容 時数 月 学習のねらい 
評価の観点

ａ ｂ ｃ

２ 方程式・不等式への応

用 
1  微分法や平均値の定理を用いて，不等式を証明す

ることができる。また，方程式の実数解の個数を調
べることができる。 

〇 〇  

３ 速度・加速度 2  運動する点の速度・加速度が導関数を用いて表現
できることを理解する。 

〇 〇 〇

４ 近似式 1  1 次近似式について理解し，関数の近似式を求める
ことができる。 

〇 〇 〇

Training 1      
Level Up (1)      
章末 Investigation（課題学

習） 
(1)  “円錐の体積が最大になるのは？”の問題につい

て，本章で学んだことを活用して解決に取り組み，

問題解決力を高める。 

 〇 〇

４章 積分とその応用 [31]      
章導入 Introduction (0.5) 12 速さの変化から進んだ距離の変化を捉えようの考

察を通して，積分とその応用について興味・関心を

高める。 

  〇

１節 不定積分 (8.5)      
１ 不定積分 2.5  不定積分の基本的な性質や公式を理解し，基本的

な関数の不定積分を求めることができる。 
〇 〇 〇

２ 置換積分法 2  置換積分法について理解する。また，この方法によ
り不定積分を求めることができる。 

〇 〇 〇

３ 部分積分法 1  部分積分法について理解する。また，この方法によ
り不定積分を求めることができる。 

〇 〇 〇

４ いろいろな関数の不定

積分 
2 1 部分分数分解及び三角関数の加法定理から導かれ

る積を和・差に直す公式について理解する。また，
これらを用いて分数関数や三角関数を変形して，
不定積分を求めることができる。 

〇 〇  

Training 1     
２節 定積分 (10)      
１ 定積分 2  いろいろな関数の定積分の値を求めることができ

る。 
〇 〇  

２ 定積分の置換積分法と

部分積分法 
4  置換積分法や部分積分法を用いて，定積分の値を

求めることができる。また，偶関数と奇関数の定積
分の性質を理解し，定積分の値を求めることがで
きる。 

〇 〇 〇

３ 定積分で表された関数 1  積分と微分の関係 ௗௗ௫ ׬ 𝑓ሺ𝑡ሻ௫௔ 𝑑𝑡 = 𝑓ሺ𝑥ሻ を理解す

る。 

〇 〇  

４ 定積分と区分求積法 2 2 区分求積法の考え方を理解し，和の極限値を求め
ることができる。 

〇 〇  

Training 1      
３節 面積・体積・長さ (9)      
１ 面積 3  いろいろな曲線で囲まれた図形の面積の求め方を

理解する。また，その値を求めることができる。 
〇 〇 〇

２ 体積 3  立体の体積が定積分によって求められることを理
解する。また，その値を求めることができる。 

〇 〇 〇

３ 曲線の長さと道のり 2 3 曲線の長さが定積分によって求められることを理
解する。また，その値を求めることができる。 

〇 〇  

Training 1     
Level Up (2)      
章末 Investigation（課題学

習） 
(1)  “どのくらいすくえば大さじ 2 分の 1？”の問題

について，本章で学んだことを活用して解決に取

り組み，問題解決力を高める。 

 〇 〇
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３ 評価規準例 
 
書目名【数学Ⅲ Standard】 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に取り組む

態度 
全体 ・極限，微分法及び積分法

についての概念や原

理・法則を体系的に理

解している。 
・事象を数学化したり，数

学的に解釈したり，数

学的に表現・処理した

りすることができる。 

・数列や関数の値の変化

に着目し，極限につい

て考察したり，関数関

係をより深く捉えて事

象を的確に表現し，数

学的に考察したりする

ことができる。 
・いろいろな関数の局所

的な性質や大域的な性

質に着目し，事象を数

学的に考察したり，問

題解決の過程や結果を

振り返って統合的・発

展的に考察したりする

ことができる。 

・数学のよさを認識し積

極的に数学を活用しよ

うとしたり，粘り強く

柔軟に考え数学的論拠

に基づき判断しようと

したりしている。 
・問題解決の過程を振り

返って考察を深めた

り，評価・改善したりし

ようとしている。 

１章 関数と極限 ・数列の極限について理

解し，数列｛rn｝の極限

などを基に簡単な数列

の極限を求めることが

できる。 
・無限級数の収束，発散に

ついて理解し，無限等

比級数などの簡単な無

限級数の和を求めるこ

とができる。 
・簡単な分数関数と無理

関数の値の変化やグラ

フの特徴について理解

することができる。 
・合成関数や逆関数の意

味を理解し，簡単な場

合についてそれらを求

めることができる。 
・関数の値の極限につい

て理解している。 

・式を多面的に捉えたり

目的に応じて適切に変

形したりして，極限を

求める方法を考察する

ことができる。 
・既に学習した関数の性

質と関連付けて，簡単

な分数関数と無理関数

のグラフの特徴を多面

的に考察することがで

きる。 
・数列や関数の値の極限

に着目し，事象を数学

的に捉え，コンピュー

タなどの情報機器を用

いて極限を調べるなど

して，問題を解決した

り，解決の過程を振り

返って事象の数学的な

特徴や他の事象との関

係を考察したりするこ

とができる。 

・事象を関数と極限の考

えを用いて考察するよ

さを認識し，問題解決

にそれらを積極的に活

用しようとしたり，粘

り強く考え数学的論拠

に基づき判断しようと

したりしている。 
・問題解決の過程を振り

返って考察を深めた

り，評価・改善したりし

ようとしている。 

２章 微分 ・微分可能性，関数の積及

び商の導関数について

理解し，関数の和，差，

積及び商の導関数を求

めることができる。 
・合成関数の導関数につ

いて理解し，それを求

めることができる。 
・三角関数，指数関数及び

対数関数の導関数につ

いて理解し，それらを

求めることができる。 

・導関数の定義に基づき，

三角関数，指数関数及

び対数関数の導関数を

考察することができ

る。 
・関数の連続性と微分可

能性，関数とその導関

数や第 2 次導関数の関

係について考察するこ

とができる。 

・事象を微分の考えを用

いて考察するよさを認

識し，問題解決にそれ

らを積極的に活用しよ

うとしたり，粘り強く

考え数学的論拠に基づ

き判断しようとしたり

している。 
・問題解決の過程を振り

返って考察を深めた

り，評価・改善したりし

ようとしている。 
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知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に取り組む

態度 
３章 微分の応用 ・導関数を用いて，いろい

ろな曲線の接線の方程

式を求めたり，いろい

ろな関数の値の増減，

極大・極小，グラフの凹

凸などを調べグラフの

概形をかいたりするこ

とができる。 

・関数の局所的な変化や

大域的な変化に着目

し，事象を数学的に捉

え，問題を解決したり，

解決の過程を振り返っ

て事象の数学的な特徴

や他の事象との関係を

考察したりすることが

できる。 

・事象を微分の応用の考

えを用いて考察するよ

さを認識し，問題解決

にそれらを積極的に活

用しようとしたり，粘

り強く考え数学的論拠

に基づき判断しようと

したりしている。 
・問題解決の過程を振り

返って考察を深めた

り，評価・改善したりし

ようとしている。 
４章 積分とその

応用 
・不定積分及び定積分の

基本的な性質について

の理解を深め，それら

を用いて不定積分や定

積分を求めることがで

きる。 
・置換積分法及び部分積

分法について理解し，

簡単な場合について，

それらを用いて不定積

分や定積分を求めるこ

とができる。 
・定積分を利用して，いろ

いろな曲線で囲まれた

図形の面積や立体の体

積及び曲線の長さなど

を求めることができ

る。 

・関数の式を多面的にみ

たり目的に応じて適切

に変形したりして，い

ろいろな関数の不定積

分や定積分を求める方

法について考察するこ

とができる。 
・極限や定積分の考えを

基に，立体の体積や曲

線の長さなどを求める

方法について考察する

ことができる。 
・微分と積分の関係に着

目し，事象を数学的に

捉え，問題を解決した

り，解決の過程を振り

返って事象の数学的な

特徴や他の事象との関

係を考察したりするこ

とができる。 

・事象を積分とその応用

の考えを用いて考察す

るよさを認識し，問題

解決にそれらを積極的

に活用しようとした

り，粘り強く考え数学

的論拠に基づき判断し

ようとしたりしてい

る。 
・問題解決の過程を振り

返って考察を深めた

り，評価・改善したりし

ようとしている。 

 
＊〔１ 学習の到達目標〕は，文部科学省(2018)「高等学校学習指導要領(平成 30 年告示)」より作成してい

ます。 
＊〔３ 評価規準例〕は，国立教育政策研究所(2021)「「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参

考資料 高等学校 数学」より作成しています。 
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